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9孤連固

＆べ功こ

　本年の４月８日からオーフンした町児童謡には、平日

でもたくさんの子供たちがおとずれ、遊戯室や図書室で、

思い思いの時間を過ごしています。

　この日は、子供たちの手形を集めて鯉のぼりを作ろう

と、白い布に子供たちのかわいい手形が、ひとつづつ並

んで押されていきました。今まで元気に遊んでいたのに、

手形を押すときばかりは、しずかに、そして真剣なまな

ざしでした。
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み
な
さ
ん
も
す
で
に
新
聞
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
ご
存
じ
と
患
い
ま
す

が
、
国
で
は
、
ふ
る
さ
と
桐
生
を

め
ざ
し
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
」

池
械
づ
く
リ
事
業
と
し
て
、
全
国

の
市
町
村
に
村
し
、
一
倍
円
を
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
当
面
「
ふ
る
さ
と
桐

生
基
金
」
を
設
け
、
広
く
町
氏
の

み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
て
、

一
倍
円
の
最
も
有
効
な
使
い
み
も

応
募

◇
テ
ー
マ

要
領ふ

る
さ
と
桐
生
に
っ

い
て
の
自
由
な
発
想

◇
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
、
平
伏
な
ど

※
応
募
は
一
人
∵
‥
一
と
し
、
町
民
の

　
ぢ
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

　
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

を
見
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
◇
締
切
り

　
二
十
一
伊
紀
に
向
っ
て
の
町
づ

く
り
に
、
み
な
さ
ん
の
す
ば
ら
し

い
知
恵
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ

心

◇
送
り
先
及

　
問
合
せ
先

Ｎ
Ｉ
Ｊ

／
Ｉ
ノ

ト
斤
目
瀬
ま
で

　
　
一
　
ぐ

〒
三
二
Ｉ
Ｉ
こ
二

ｎ
生
町
通
町
ペ
ー
几

ド
生
町
役
場

　
戸
川
財
政
課
　
宛

雫
八
二
－
一
二
言
ハ

　
　
　
内
線
二
Ｉ
ニ

☆
応
募
者
全
員
に
記

　
念
品
を
差
し
ト
げ

　
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
特
集

　
け
を
御
覧
く
だ
さ

小
田
垣
英
一
郎
氏
が
行
政
相
談
委
員
に

　
日
頃
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
行
政
上
の
困
り
ご
と
相
談
に

応
ず
る
行
政
相
談
要
員
と
し
て
小
田

垣
英
一
郎
氏
（
中
央
町
）
が
、
四
川

一
日
付
け
で
総
務
庁
長
官
か
ら
、
再

度
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
要
員
は
、
民
間
の
有
識

者
の
中
か
ら
総
務
庁
長
官
が
委
嘱
し

て
い
る
も
の
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
広
く
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意

目
子
安
望
な
ど
を
お
聴
さ
し
て
、
旅

情
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
意
見
を
も
と
に
行
政
運
営
の
改

善
を
促
進
す
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
定
例
的
な
相
談
と
し
て
、
毎
月
弟

一
穴
眼
目
（
午
前
１
０
時
～
午
後
３
時
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
心
配
ご
と
相

談
で
お
受
け
す
る
は
か
、
常
時
自
宅

　
（
雫
八
二
－
○
○
コ
二
）
で
も
応
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

新
し
い
一
年
生
に

　
　
黄
色
い
帽
子
を
贈
る

　
新
人
才
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
う
と
明
る
い
杜
会
づ
く
り
壬
生
支

部
一
轍
不
徳
郎
支
部
長
）
で
は
、
通

Ｔ
川
の
黄
色
い
帽
子
五
四
六
個
（
男

石
川
二
七
五
、
女
子
用
二
七
コ
を

町
教
育
玄
貝
合
を
通
し
て
各
小
学
校

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
壬
生
支
部
が
、
毎
年
行

な
っ
て
い
る
も
の
で
、
千
供
た
ち
や

父
兄
か
ら
も
犬
愛
慾
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。

｀W･
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四
月
二
十
八
日
付
で
、
平
成
元
年

腹
巻
の
褒
章
受
章
が
発
表
さ
れ
、
本

明
か
ら
二
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　
学
問
、
文
化
、
芸
術
に
功
績
が
あ

っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
「
ミ
ニ
文
化
勲

章
」
と
も
言
わ
れ
る
紫
綬
褒
章
に
は
、

杉
江
他
さ
ん
（
国
谷
・
六
十
五
歳
）

が
、
発
明
改
良
功
績
で
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
教
育
や
医
療
な
ど
公
共
の

た
め
に
尽
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
藍
綬

褒
章
に
は
、
関
亮
さ
ん
（
緑
町
四
丁

目
、
六
十
四
歳
）
が
、
日
本
工
業
規

格
の
制
定
普
及
に
尽
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

ゝ J

杉
江
　
信
氏
（
6
5
歳
）

　
　
　
　
大
字
国
谷
六
八
－
一

　
杉
江
さ
ん
は
、
宇
郡
宮
高
等
農
林

学
校
垣
宇
犬
）
獣
医
す
科
を
卒
業
後
、

農
林
声
為
事
研
究
所
を
経
て
、
戦
後
、

吉
之
県
の
畜
産
試
験
揚
に
移
り
、
昭

和
三
十
年
か
ら
家
畜
（
牛
）
の
受
精
卵

移
枡
の
研
究
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
腹
手
術
を
せ
ず
に
掻
卵
し
よ
う

と
す
る
伊
界
で
初
め
て
の
技
術
開
発

に
、
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
昭
和
三
十

九
年
八
月
、
子
牛
を
誕
生
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
、
今
で
は
枝
折
向
上
と
と

も
に
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
胚
移
枡
す
会
で
ハ
ト
六
千
度

パ
イ
オ
ニ
ア
賞
に
輝
き
、
ま
た
、
動

物
を
絶
滅
か
ら
守
る
方
法
と
し
て
活

用
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功
績
は
世
界

的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
社
団
法
人
家
畜
改
良
事
星

団
顧
問
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

-

　耶では、児童に健全な遊び楊

を与え、子供たちがみんなで楽

しく遊びながら、健康を増進し、

情操も豊かになってもらおうと

ひばりケ丘町営住宅に隣接して

子供たちの

児童館が4/8

　　　　　　　　　　　　　　　　－－－－－-－･--‥･･---　－オープンしました　可児重態を４月８日、オーブン

しました。

児
童
館
あ
ん
な
い

○
開
館
時
間

・
川
眼
目
～
金
曜
日

　
　
午
印
八
時
三
〇
分
～
午
後
昆
時

・
上
眼
目

　
　
午
後
ニ
マ
五
時

〇
休
館
日

・
日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日

・
年
末
年
始
（
１
２
月
２
８
日
～
１
月
４
旦

ｏ
対
象
者

　
す
べ
て
の
児
童

　
　
兄
児
に
つ
い
て
は
保
護
者
同
ザ

ｏ
使
用
の
手
続
き

　
児
全
館
に
備
え
付
け
の
受
行
旅
に

　
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
入
館
す
る
。

壬生町民憲章　１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります

関

　
亮
氏
（
6
4
歳
）

緑
町
四
丁
目
四
－
三

　
関
さ
ん
は
、
東
京
医
栄
辱
門
学
校

　
（
現
東
京
医
科
大
学
）
を
卒
業
後
、

同
大
学
劾
教
程
を
経
て
、
昭
和
四
卜

八
年
か
ら
独
協
。
医
科
犬
学
附
百
学
教

授
に
就
任
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
よ
佐
生
坪
す
」
で
は
世

界
的
権
威
で
、
引
越
し
た
新
理
論
に

よ
る
東
京
医
大
弐
色
覚
検
畳
表
を
考

案
、
普
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
寸
土
年
か
ら
現
在

ま
で
、
通
産
省
の
日
本
工
星
標
準
調

在
会
臨
時
委
貝
と
し
て
、
安
全
色
彩

等
に
関
す
る
規
格
ニ
ト
伴
の
制
定
及

び
改
正
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
、

踏
切
施
設
や
安
全
標
識
板
の
色
彩
な

ど
災
害
防
削
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、

色
覚
異
常
者
を
も
含
め
た
今
金
星
へ

尚
代
の
防
災
に
寄
ソ
さ
れ
ま
し
た
。
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